
　皆さま、はじめまして。本年度４月より当センター副病院長として、医療連携室長に就任
いたしました坂田です。
　当センターは埼玉県の精神科救急システムにおける常時対応施設であるとともに、専門
性の高い精神科医療（特に入院治療）を提供する施設でもありますが、その一方で、地域医療
の枠組みの中では、ややもすると敷居が高く感じられる部分があったかと存じます。そのよ
うな当センターをより身近に感じていただき、アクセスを向上させるために、医療連携室が

設置されました。令和４年７月の設置以来２年弱で、精神科はもとより地域の身体科医療機関の方々にも、
少しずつ認知度が高まってきているようですが、本レター裏面に掲載のアンケート結果を見て、まだまだ至
らない点も多く、改善の余地があることを実感しております。
　県内では唯一の専門病棟を擁する児童思春期外来、解毒から多様な依存に対応する集団精神療法プログ
ラムまで実施可能な依存症外来・病棟、重症精神障害（統合失調症・重症うつ病・双極性障害）患者さんの急性
期入院治療に加えて、まだ精神科治療歴がない、あるいは浅い患者さんの診断確定や治療導入のための外来
受診など、もっと皆様のお役に立てる場面があるのではないかと思っております。前室長である黒木病院長
の後を引き継いで、地域の医療機関の皆さまとのパイプをより太く強固なものとするため、直接のご挨拶や
ご説明を申し上げる機会も増やしていきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。

１．坂田室長（新任）からのメッセージ

　第５病棟は30床の閉鎖病棟で全室個室となっております。
自閉スペクトラム症や注意欠如多動症などによって家庭や学
校で強い不適応状態にある小・中学生に対し、心理的社会的な
成長を目指した入院治療を提供しております。入院開始時よ
り、医師・看護師・公認心理師・精神保健福祉士・作業療法士が
チームとなり、退院後の生活を見据えた支援計画を立てて治
療にあたっています。
　環境面では、患者さんが集中して治療に取り組めるよう、安
全で落ち着いた病棟づくりを意識しています。畑作業やレク
リエーションなど、集団治療プログラムを通じ、患者さんが自
身のペースで社会と関わる場を持つことができるよう支援し
ております。
　隣接するけやき特別支援学校伊奈分校では、患者さんの状
態に合わせた授業を提供し、教育環境を整えております。
　児童・思春期の大切な時期を共に考えながら、成長する過程
を喜び合い、未来に向かって少しずつ前に進めるよう支援し
て参ります。

２．第５病棟（児童・思春期病棟）の紹介



●アンケートの趣旨
　�　令和４年７月に当センターに医療連携室を開設して２年目を迎えた中、少しずつ医療連携室を通して
の受診や入院の依頼が増えてきた一方で、まだまだ地域の医療機関の皆さまのニーズに十分対応できて
いない点もあったため、皆さまの「生の声」をお聞きし、今後、より一層開かれた県立病院となるための参
考にすることを目的としました。
●アンケート方法
　�期間：令和５年９月末～ 12月末
　�対象：近隣の医療機関や県内精神科・心療内科を標榜する医療機関　約600件
　�方法：郵送によるアンケート（回答数　243件［回答率：40.9％］）
●アンケートの結果（概要）
　①�ニュースレターを通じて医療連携室の存在を認識していただけた医療機関が約４割であったのに対

して、医療連携室の存在自体を知らなかった医療機関も３割以上ありました。
　②�依頼実績については、病院で約５割、クリニックで約６割が依頼実績がなく、その要因として、「どのよ

うなケースが受け入れられるか分からない」、「児童・思春期病棟は満床のためかいつも断られる」等、
依頼しても断られるという印象を多くの医療機関で持たれているようでした。

　③�依頼実績のある診療科は、精神科、内科、心療内科の順で多く、この他消化器科や整形外科といった診
療科もありました。また、クリニックでは小児科からの依頼も多くありました。

●アンケートの詳細結果
　当センターホームページに掲載（r5iryourennkeikekka.pdf�(saitama-pho.jp)）

３．医療連携室アンケート結果

４．医療連携室について
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